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28年度を振り返ってみると、会派の幹事長として、そして空港Pon題調査特別委員会の
委員長として慌ただしくも充実した議会活動を過ごしました。また、会派の幹事長は通例
議会改革検討委員会の委員も兼ねております。議会改革検討委員会というのは議会内の合
議組織で、その名の通り、議会にかかわる改善点などを各会派等から提案して、それを全
会派の委員 (各会派の幹事長)で議論し、意見の一致をみたものを実行していくというこ
とをしています。昨年度、その中で実行されたものとして、本会議での代表質PoSや個人質
P。9において、かつて一括質問―括答弁という方式が採用されていましたが 傍Elさ れた市
民などからもわかりにくいという声か出ており、―両―合万式,こ変更ンまンたここのここ
によって質問や答弁がわかりやすくなった―方、質問数が増え、答弁の都度、答弁者が演
壇まで出てくるというのが煩雑だということになり、答弁者が自席から答弁できるように
ルールを変更しました。このことによってよりわかりやすく、テンポのよい質P。3が実現し
ました。皆様もぜひ議会の傍聴にお越しになってみませんか。インターネットでも生中継
や録画映像を見ることが出来表すので是非ご覧になってください。 最近話題の政務調査
費関連としては、これまで、支払伝票などは情報開示請求という手続きをしなければ見る
ことが出来ませんでしたが、議会事務局にお申し出いただければその場で見ることが出来
るようにルール変更いたしました。まだインターネット上で見られるようにはなっていま
せんが、これについては他議会で取り組んでいるところもあることから、それらの状況を
調査しながら今後検討していきます。

空港Pon題調査特月」委員会委員長としては、28年度から大阪空港の運営権が関西エアポ
ー トという完全民間会社に移行したことに伴い、例年おこなっている国等への要望活動を
見直すことに取り組みました。かつて|ま空港に電する要奎|ま すべて匡|三す」して行うtので
ありましたが、大まかな区分でいえば現在は航空行政の管理監督者としての国(国土交通省)、

土地保有者の新関西国際空港株式会社、そして運営者である関西エアポー ト株式会社と3
者へ要望をする必要があり、これまでの要望内容を精査・整理し、適切な相手へ要望を行
うため、過去の時代背景や経緯も含めて詳細に調査をいたしました。要望の中には長年受
け継がれつつも時代と共に意義を失ってしまったものも含まれておりましたが、様々な事
情があったせいか、そのままとなっていました。今回はそういったものも改めて見直し、
思い切って変更しました。これらの作業や議論のため、例年にはない多くの回数、委員会
の集まりを開き丁寧な議論をおこないました。委員の皆さんや議会事務局のサポー トもあ
ったためこの大きな作業が出来たものと感じております。ただ、時間をかなり要したため、
要望自体が年度明けになってからということになってしまいました。29年度は昨年度の
ものをベースとして取り組んでいくことになると思いますので要望ももっと早い時期にで
きるのではないかと思います。

この 1年を振り返つて
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夏休み前のある日、とあるお母さんから『小学生の子供が
夏休みの自由研究の題材として議員の活動をとりあげたいと
言っている』という話をいただきました。志望動機を書面に
書いてもらいその上で面接をして、子供たちの真剣さが伝わ
ってきましたので、インターンシップのような形てお弓き受
けをしましたこ通常、その時手|二 |ま議会の八会議●委員会な
どはないのですt｀  たま■ま■■`委員長をンて、t三漕董≡
調査特別委員会t｀ ありましたつてそ4ぞ≡=υ

てモらっtレ  可民モ談 議会議告≡こ布
市施設の現場視察などへ同行してもらいました。内容によって|ま子4共たちにも関連するも
のもあり非常に真剣に興味深そうにメモを取っていたのがE口 象的でしたI最近、18歳か
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宿泊しながらボランティアに行きましたが、近年被災自
治体にもあらかじめ援助を受ける体制を整えておくこと
が重要だという考え方が広がってきました。被災地付近
で野営地を確保するということも多数のポランティアに
来てもらうためには重要な視点だと思いました。
この経験を豊中市にも活かしていきたいと思います。

法律の改正により、炎害時の避難に支援を要する方の名簿を自治体が作成することが義
務づけられました。その上、支援を要する人への避難支援についても行う必要が出てきま
したc豊中市では以前から校区福祉委員会などを中心に地域で安否確認事業を行ってきて
いましたが、さらに一歩進めて、災害時には地域の手で、要支援者を避難所まで誘導して
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ほしいということになったわけです。ところが、多くの地域からは「避難所までの誘導や支
援は非常に困難」である旨の声が私の耳に多く寄せられました。いろいろ調べていくと、『各
地域 (小学校区)には要支援者が数百人規模でおられる』『地域にも市にも避難支援の 《責任》
はない』『要支援者にはあらかじめ、災害B寺に支援があるとは限らないことをしつこいほど
に説明しているJこ となどがわかりました。
私は、地域のことは地域でできるだけのことをしたほうが良いという考え方を持っていま
すが、この件に関しては行政の無責任さ、担当者の責任逃れ、現場感覚の欠如した計画とい
った印象を受けました。案害時に行政でできることには限界があるのはわかっていますが、
地域にも限界があることを担当者は理解すべきです。要支援者を災害時にどのように避難し
てもらうか|ま重要な課題ですが、責任はないといいつつ地域に協定書を締結してまで担わせ
ようとする担当者の姿勢には疑問を感じます。こういった計画を豊中市は立てましたと、国
に報告すると見栄えが良く晋二えもよい感し

-1ま します=てもこれて実警|二等圭するかどうt｀

は周」PoS題です。こういった役に立つかどうかわからないことに時間と労力をかけるよりもほ
かにすべきことがあるのにと思います。

以前、議会質P。0で取り上げた水銀使用製品の回収についてようやく29年7月 からスター ト
することになり志した。皆さんもご承矢□のように水銀は人体に有害な物質であり適切な処理
が求められるわけですが、これ表で自治体の責務が明確ではありませんでした。法律の施行
により自治体の責任で回収する必要が出てきたため回収制度を設けることになりました。水
銀は昔よく使っていた、体温計や血圧計だけでなく、蛍光灯や電池などにも広く使われてき
ております。拠点回収方式のため市内に4か所しか回収ボックス設置場所がありませんが皆
様のご協力をお願いいたします。市では、回収ボックスを利用できない場合は
従来通り(つ 意り不燃ごみ)で処分してくださいと言っていますが、不燃ごみで
出されると水銀の回収にはなりません。回収途中で破裂したり、分別されるこ
となくセンターで破砕処理されることにより空気中に放散されることになり志す。
もっと市民に便利で安全な回収方法を求めていきます。
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この志民だよりは豊中市議会政務活動費を使用して発行しています
発行豊中市議会無所属の会 〒561-8501豊中市中桜塚3-1-1丁巨L06-6858-2620

こ意見・こ感想などは下記FAXまたは巨̈mailへどうぞ

1‐ヒノ坊|しん|‐

|じ1事‐務所‐
月曜日～木曜日 朝10時から
夕方5時まで開設してしヽます

|ギも611ぬdrl‐墨1串1希1商1蒔116116.|
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